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イエバエ幼虫を堆肥化に活用することで 

豚糞便に含まれる薬剤耐性菌対策を実現! 
 

研究成果のポイント 

- 家畜糞便に含まれる薬剤耐性菌が、堆肥を介して環境に広がることが問題 

- イエバエ幼虫は、家畜糞便を、わずか 7 日間で堆肥化 

- イエバエ幼虫による堆肥化により、薬剤耐性菌を著しく減少させることに成

功、高品質な堆肥が完成 

- 堆肥化後のイエバエ幼虫は、飼料として活用可能 

- 薬剤耐性菌が環境を介して拡散することを防ぐ手段として期待 

 

研究成果の概要 

酪農学園大学 臼井教授、株式会社ムスカらの研究グループは、イエバエ幼虫

による家畜糞便の堆肥化によって、家畜糞便に含まれる薬剤耐性菌を減少させる

ことに成功しました。 

抗菌薬が効かない細菌である薬剤耐性菌の拡散が、公衆衛生上の大きな問題に

なっています。動物に対しても抗菌薬は使用され、家畜の糞便にも薬剤耐性菌は

含まれます。そのため、家畜糞便に含まれる薬剤耐性菌が、堆肥化を介して、環境

に拡散することが懸念され、問題解決が求められていました。 

そこで、株式会社ムスカが持つイエバエ幼虫による堆肥化技術に着目しました。

イエバエ幼虫による堆肥化は、幼虫が分泌する消化酵素によって堆肥化を起こし、

わずか 7 日間で堆肥化を完了させます。7 日後の堆肥化を評価した結果、家畜糞

便に含まれた薬剤耐性菌を著しく減少させることに成功し、高品質な堆肥が完成

しました。堆肥化後のイエバエ幼虫は、飼料として活用可能です。 

今回の方法が現場で活用されることで、農場からの薬剤耐性菌の拡散を防ぐこ

とが期待されます。 
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堆肥を介して環境へ拡散することが懸念
家畜糞便に含まれる薬剤耐性菌

有効な対策が求められる!!

イエバエ幼虫による堆肥化は、耐性菌対策として有効か？

イエバエ幼虫の消化酵素による堆肥化

イエバエ幼虫を堆肥化に活用することで、
耐性菌量を著しく減少させることに成功

イエバエ幼虫による堆肥化

7日間で堆肥化完了
回収されたイエバエ幼虫は飼料として活用

著しく減少!
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完成した堆肥を⼟壌に混合し野菜を30日栽培
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野菜の成長を促進


